
















が‘アラーキー” との出会いだった。ことあるごとにその記憶が、板書するチョークの音と  
匂いをさえ伴って蘇ってくることを考えると、衝撃は自分が意識している以上に大きなも  
のだったのだろう。私のバルト的な記号と構造への興味はここをルーツとする。   
看護学校の「文学」の講座を紹介して頂いたことも私には大きな意味があった。専門外  
の学生を、100分間、休みなく、退屈させずに惹きつけるにはどうすればよいか。毎回が  
ヰヤノノ 試練のような講義だったが、そこから得たものは極めて大きかった。古典文学ではなく彼  
らが親しんでいるヒット曲やコミックから題材を選んだり、飽きない話の構成・テンポ・  
言葉遣いについて四苦八苦しながら考えた工夫が、現在担当している「オペラ講座」や「テ  
クストとコミュニケーション論」などの授業に生きていると思う。   
こうして感謝と思い出の記憶を辿りながら、気づいた。英文の読み方を敢えてくれたの  
も荒木先生だったのだ。前からノ憤番に意味を掬いあげていく、名詞を血旦動詞状態に還元  






恩師への感謝の仕方であるはずだ。   
荒木先生には心より感謝申し上げます。そしてこれらからもご指導をお願い致します。  
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